
マドリード＆トレド視察 事後報告会

10.5期 石田 裕

①都市マドリードが発展した要素とは？

②スペインは“スペイン”で一様なのか？

③付録：私が垣間見る欧州の諸情勢



①-1 都市“マドリード”が発展した要素とは？
国土のほぼ中央、というだけではなく…

• 防御性：王宮の所在地は中世イスラ
ム時代より要塞があった

ゴヤ『1808年5月3日、マドリード『』 筆者撮影「モンターニャ公園の高台より



• マオルカ広場周辺をピークとして、広
い舌状の高台と、南方向へのなだら
かな斜面

• そもそも、人が生理的に、集まり、住
みやすい地理的条件が整っていた

• トレドを近代都市、王国の“首都”に
するには狭かった(魅力的ではあるこ
とは言うまでもありませんが…）

①-2 都市“マドリード”が発展した要素とは？



• 豊富な水源

近代以降の都市計画、人口増
加に十分対応できた

お詫び

上流からの取水、上水網についてまとめる時間がありませんでし
た

①-３ 都市“マドリード”が発展した要素とは？

ハラマ川（Río Jarama）
マンサナーレス川
（Sierra de Guadarrama）



•近隣で食材を確保できた

• フエンカラル＝エル・パルド
（Fuencarral-El Pardo）

• 王室の私邸サルスエラ宮殿がある。
かつては狩場、食料採取の場で
あった。

• 熊も多数生息していたことから、保
養力は潤沢たっだものと思料する
次第です

①-４ 都市“マドリード”が発展した要素とは？



• ペドロ氏のお話しは、興味深く面白かったですが、
補足を提供しておいた方が良いかと思料致します。

• 確かに、仕事で現地の法令と向き合うと“Real 
Decreto～（勅令）”と記載されています。

• しかし、実際にはマドリッド以外で“Real（王
国）”が前に出てくることは稀です。

• 必要以上に差異を強調する必要はありませんが
（※そういう言動を嫌がる現地も方もおります
が）、単一国家的に“一様”にとらえることも好ま
しくない、いうのが実感です。

• 仕事でバルセロナとは接点があるので、現地とのコ
ムにケーションでは、まずバルセロナ（県もしくは大
都市）、次にカタルーニャ（自治州）を意識して
おります。

②-1 スペインは“スペイン”として一様なのか？



• スペインの広域自治体は、自治州
(Comunidad autónoma）から構成されて
います。イタリアの州（“自治州”）や、連邦制
のドイツの“州”と比べても“自治”は強いというの
が実感です。

• 特に、カタルーニャ州で仕事していると、地名等、
諸々の表記、法律、文書、カタルーニャ語が多
いです。スペイン語と似通っていますが、それがか
えって実務では苦しまされているというのが、実情
です。

• カタルーニャ語は公用語です。決して“方言”では
ない、ということは強調しておく価値があります。

②-２ スペインは“スペイン”として一様なのか？



②-3 スペインは“スペイン”として一様なのか？

芸術作品、反戦のメッセージとして『ゲルニカ』は評価しま
すが…、

• 当時の共和国政府が“善”でフランコ側“悪”とするのは、
安易で危険です。スペイン内戦では、どちらとも酷い事を
やっています。（だから最終的に共和国政府が敗れた、と
いう見方もできます）

• 私は学生時代にヘミングウェイに傾倒していたことがあり、
「誰がために鐘は鳴る」を愛読し、映画のG.ペックが格好
良いと思っていました。フランコ政権を無条件に礼賛する気
はありませんが、昨今の欧州での“極右”批判を見聞する
につれ、自分は確証性バイアスに陥っていた、かもしれない
と感じています。

• 私はここを訪れた際、ガイドが多くを語ったり案内しなかった
（あるいは、できなかった）のが分かる機が致します。“戦
没者の谷”の論点は、我が国の“靖国神社”より重いです。
“内戦”では家族・親族・友がそれぞれの事情で敵・味方に
分かれて戦っています。私としては、ここが唯々鎮魂の場と
して静謐が保たれていて欲しいと願っております。



③付録-1：私が垣間見る欧州・中欧情勢

• 現在の東欧の国境は、強制的に国民国家を成立させるため、多
分に人工的に引かれたものです。

• そのためには、第二次世界大戦終了後の、いわゆる“ドイツ人追
放”が伴いました。

• 先月月27日 アウシュビッツ解放の日、80年記念にあたるため、イタ
リアだけでなく、欧州各地では例年にも増して、ホロコーストについて
大きく取り上げられました。

ホロコーストも酷かったが、ドイツ人追放もまた酷かった、と思います。

この80年あまり、当事者、当事国間の努力で平穏、均衡を保ってkま
したが、“平和は永遠ではない”、と感じるようになった人が増えているよ
うな気がします。

チェコに協力会社があるため、チェコのCZK建ての取引がありま
す。またスロバキアには、ブラティスラバに拠点があるため、ウィー
ン経由で行くことがあります。

ブラティスラバとウィーンと50~60キロ（長野市と松本市）しか
離れていませんが、言語、文化が異なることは印象的です。

チェコとスロバキアは、いわば“円満離婚”していますが、関係は
総じて良好です。言語も似通ってはいますが、平たくまとめてしま
うと、

チェコ：独墺(特にハプスブルグ家)との関わりが深かった

スロバキア：ハンガリーとの関わりが強い

という関係があります

近年欧州では、いわゆる“右派”の躍進が目立ちます。これらを“極右”として扱うことには、多分に偏向を覚えますが…、物価上昇、不景気、移民によ
る事件等々、懸念が無いかといえば嘘になります。
今週末は、欧州情勢へ与える影響が最も大きなドイツの総選挙が行われます。そこで、この機会に欧州、特に中欧の最新情勢に関する知見を提供
する価値があるもの思料し、“付録”として追記した次第です。



③付録-2：私が垣間見る欧州・中欧情勢

ズデーテン地方

ノート：ベルリンは中心だった

簡単には忘れない、“故地”を奪われた人々は。
“ドイツ人追放”では1,000万人以上の強制移住者とが、“死の行進”による百万人規模の死者が発生しました。我が国の北方領土問題とは比較に
ならない規模です。また、特に現在は殆どがポーランド領となっている、旧東プロイセンは、ドイツ人が中世から入植していった地域なので、パレスチナ問
題にも劣らない、古くて長い懸案です。



③付録-3：私が垣間見る欧州・中欧情勢

ドイツ連邦議会の総選挙

キリスト教民主同盟（CDU/CSU）のメルツ党首
を首班とした中道・右派の連立政権が誕生し、経
済政策は、これまでより現実路線に、環境や企業
のESG対応への対応はより穏当になっていく。

以上が私が、小職の拙いインテリジェンスとして報
告したものです。

メルツ氏が“ドイツ国民のための選択肢(Afd)”と組
めるか否かが、鍵になるかと予想する次第です。


